
  振袖の移動には、車が便利だけれども、帯や着くずれが心配…

乗る時は腰から、
降りる時は足からが基本

Q

振袖に限らずおしりを見
せながら車に乗り込むの
はみっともない。特に頭
をぶつけやすく、せっか
く結ったヘアスタイルも
崩れてしまう危険性は大。

振袖の移動は車が便利。けれども、がさつな動きをしてしまうと、
着くずれてしまいます。乗る時は腰から入り、降りる時は足から
出すとスマートです。

頭をドア枠にぶつけない
ように注意しながら、まず
シートに浅く腰掛けます。

バッグなどの荷物をあら
かじめ車内に入れてから、
左右の袂をひとつに
まとめて片手に持ちます。

両足を引き上げて、腰を
軸に90度回転させ、下半
身を車内に入れます。
移動中は背もたれで帯が
つぶれないよう、手すりに
つかまり身体を支えます。

Point 2

頭を低めに腰掛ける

Point 3

腰を軸に90度回転

Point 1

袂を重ねて

トイレに行きたい！
裾の始末はどうするの？

袂と裾を上げておけば
大丈夫

長い袂に広がらない裾。トイレに行きた
くてもこれらの処理が分からなくて、汚
れそうで行けない。そんな思いをしない
ために、袂と裾の始末を覚えておきましょう。

まず袂を上に引き上げて、帯締めに挟み込みます。次に上前、下前の順に裾をまくり、帯締めの
間に挟み込み、長襦袢も同様にします。


